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４月１日現在

人 の う ご き

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎㉒2111（内線234）

　４月６日、市内の小・中学校で入学式が行われ、
12小学校で320人、５中学校で343人が、新たな学
校生活をスタートさせました。大成小では、制服に
身を包んだ新１年生32人が１人ずつ名前を紹介され
「よろしくお願いします」と元気よくあいさつしま
した。

少 しの緊張と大きな希望を胸に
市内各校で入学式

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
５月１日～２日 ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　 ３日  中村設備　　 ☎㉒3013
　　 ４日  ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
  　　 （夜・休☎㉔3538）
　　 ５日  ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
  　　 （夜・休☎㉕2222）
　　 ６日  ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　 ７日～13日 ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　 14日～20日 ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　  （夜・休☎ 090-2511-4331）
　　 21日～27日 ㈱川路建設　 ☎㉖2077
　　　　　　  （夜・休☎ 080-5240-2077）
　　 28日～６月３日 ㈲吉元水道　 ☎㉒2424
　　　　　　  （夜・休☎ 090-8835-2223）

山川地域
５月  ㈱市山組　　 ☎㉟9321
６月  西設備　　　 ☎㉞1176

開聞地域
５月  ㈱丸新建設　 ☎㉜2227
６月  ㈲中村組　　 ☎㉜2228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレ
の詰まり等は、なじみの工事店にお願いして
ください。

税の種類 期　　別

固 定 資 産 税・
都 市 計 画 税 全納・1期

口 座 振 替 日 ５月25日(金)

納 付 書 で の 納 期 限 ５月31日(木)

日曜・祝日当番医（在宅時間８時〜18時）
【外科：青色　 内科：緑色　外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

医療機関名（診療科） 電話番号

５月３日
（木）

【外科】生駒外科医院
 【内科】指宿さがら病院（旧指宿鮫島病院）

☎㉒3059
☎㉒3079

５月４日
（金）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】福元医院（※）

☎㉗1177
☎㉒3053

５月５日
（土）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】伊藤記念病院

☎㉔5131
☎㉔4466

５月６日
（日） 【外科・内科】国立病院機構指宿病院 ☎㉒2231

５月13日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉒2710
☎㉒3295

５月20日
（日）

【外科】池田診療所
【内科】今奈良医院（※）

☎㉖2101
☎㉒3567

５月27日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒3059
☎㉟0101

６月３日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】外村クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉔3770

薬局名 電話番号

５月３日（木） チェリー調剤薬局
三愛調剤薬局

☎㉔3705
☎㉔4715

５月４日（金） なのはな薬局
ハート薬局

☎㉔1111
☎㉓2377

５月５日（土） 南九州薬局指宿店 ☎㉓4689
５月６日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343
５月13日（日） わたせ薬局 ☎㉒4739
５月20日（日） 指宿市民薬局 ☎㉖4189
５月27日（日） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705
６月３日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

歯科医療機関名 電話番号
５月３日（木） 開聞歯科医院 ☎㉜4721
５月４日（金） まつもと一広歯科医院 ☎㉕4618
５月５日（土） なかはら歯科医院 ☎㉓2920
５月６日（日） いぶすき歯科医院 ☎㉕2288

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会館
　口腔保健センター（☎099-223-0378）を利用してください。

長期休日当番歯科医（診療時間９時〜12時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時〜18時）

月日

月日

月日

項目

項目

項目

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

総人口　43,588 人　 （− 343）
　男　　19,844 人　 （− 174）
　女　　23,744 人　 （− 169）
世帯数　19,058 戸　 （−  61）

主な記事
　Ｐ ２……………平成24年市民表彰
　Ｐ ３……………地域子育て支援センター
　Ｐ ４……………ふれあいデイ
　Ｐ ５……………提案公募型補助事業
　Ｐ ７……………いまが旬レシピ・観光シリーズ
　Ｐ ９～Ｐ13……まちの話題
　Ｐ14～Ｐ21……情報掲示板
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　昭和54年４月指宿市消防団新西
方分団に入団し、同分団長や副団
長の要職を歴任されました。平成
14年からは指宿市消防団長として、
また、合併後の平成20年４月から
平成22年３月までは指宿市消防団
統一後の初代団長として、その豊
富な知識と経験を活

い

かし、消防団
組織の確立と消防団活動の充実を
図ってこられました。
　防火広報パレードの徹底と年末
年始の火災発生時期には特別警戒
を実施するなど、市民への防火防
災思想の定着と団員の志気の高揚
にも努められました。31年間の消
防活動を通じて培った郷土愛と奉
仕の精神、卓越した統率力、積極
的な行動力で、市勢発展と安全安
心な地域社会づくりに貢献されま
した。

　昭和26年４月に利永村役場に入
庁。昭和30年４月の山川町との合
併後は、企画課長、議会事務局長、
総務課長を経て、平成２年４月か
ら平成10年３月まで第17代助役と
して就任され、通算47年もの長き
にわたり、町勢の発展と住民福祉
の向上に大きく貢献されました。
　平成５年７月の集中豪雨で鰻地
区が被災した際には、災害対策本
部で的確で迅速な指示を出し、住
民の生命と財産を守るという使命
感により、危険を顧みず現場で指
揮を取り続け、同地区の災害救助
とその後の復興に全力を注がれま
した。また、助役退任後も老人ク
ラブ会長や農業協同組合理事を歴
任されるなど、今日の市勢発展お
よび地方自治の振興に貢献されま
した。

　昭和25年９月に山川町役場に入
庁。建設課長、企業課長、経済課
長、総務課長の要職を歴任し、昭
和51年３月第12代収入役、昭和57
年４月から平成２年３月まで第16
代助役に就任され、通算40年もの
長きにわたり、町勢の発展と住民
福祉の向上に大きく貢献されまし
た。助役時代には、新しい行政機
関へと脱皮すべく行政近代化に向
けて手腕を発揮され、指宿市郡内
で初めてコンピュータ処理による
電算組織運用を導入。住民票の発
行や町民税の計算・請求事務、国
民健康保険税も含めた集合徴収事
務にと、人力では及ばない大きな
事務改善を図りました。助役退任
後も市社会福祉協議会理事をされ
るなど、今日の市勢発展および地
方自治の振興に貢献されました。
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市
民
表
彰

平成24年永山、東畑、宮田の三氏に
　市では、子育てに関する保護者の不安や悩みなどに対応するため、
２つの保育所で「地域子育て支援センター」を開設しています。
　子どもたちはもちろん、子育て中の保護者同士の出会い、交流、
活動の場として利用されています。気軽にお越しください。
　活動などの詳しい情報は、問い合わせてください。

乗船寺保育園（指宿市湊一丁目11番５号）
☎㉒4407　　　 jmiyachi@lily.ocn.ne.jp

開聞子育て支援センターＫ
キ ッ ズ

ＩＤ’Ｓ【開聞保育園】（指宿市開聞十町2807）
☎㉜2270・㉜2100　　 kaimon@kosodate-web.com

事業名 目的・内容 日　時 場　所

電話相談 子育てに関する悩みなどについてアドバイス 月曜日〜土曜日
10：00 〜 15：00

乗船寺保育園
園の開放 通園していない児童でも自由に参加可能

※親子で遊びに来てください。
月曜日〜土曜日
10：00 〜 15：00

楽しく遊ぼう教室 保育士を派遣した体操や歌、親子遊びなどの出前保育 第２・第４水曜日
10：00 〜 11：00 指宿保健センター

わくわく親子教室 親子で一緒に遊ぶことで、遊び方や遊ばせ方を学ぶ教室 月１回

親子教室 親子遊びや子どもに関する勉強会・座談会など 月１回

乗船寺保育園
子育て相談 子育ての悩みや発達の遅滞などの相談・療養 第３土曜日

（予約が必要）

子育て講演会 お父さん、お母さんを対象とした子どもの育て方やしつ
け、食育等についての講演会 年１回

子育て支援だより にこにこだよりの発行 毎月

事業名 目的・内容 日　時 場　所

あそぼう、あそぼう 親子での創作活動、わらべうた遊び、体操、読み聞かせ、
季節の行事を取り入れた活動

火曜日 10：00〜12：30 開聞子育て支援センター

水曜日 10：00〜12：30 開聞保健センター

木曜日 10：00〜12：30 山川地域各公民館等

金曜日 10：00〜12：30 開聞保健センター

訪問支援 家庭訪問（家庭における育児支援） 金曜日　午後 子育て中の各家庭

育児相談 子育てについての悩みや困りごとに応じてアドバイス 月〜金 9：00〜16：00
土曜日 9：00〜12：00 開聞子育て支援センター

園庭開放 保育園の庭を開放し砂遊びや遊具遊び 月曜日〜土曜日
 9：00 〜 17：00 開聞保育園

子育て講座
子育て講習会
子育て支援者
育成研修会

子育て中の親子や子育て支援にかかわるスタッフ、保育
ママ等を対象とした子育て・福祉・保育界の専門家によ
る講演と勉強会

毎月開催 開聞保育園 ほか

ミニおたのしみ講座 親子ヨガ、親子体操、ベビーダンス、小児救急法、クッ
キング、フラワーアレンジなど

隔月（サークル活動と
併せて開催）

開聞保育園
開聞保健センター

保育園児との交流 運動会や夏祭り、遠足、クリスマス会、もちつきなどの
園行事に参加するふれあい交流を実施

開催時にポスター、お
たよりでお知らせしま
す。

開聞保育園 ほか

広報活動
子育てだよりの発行 毎月 開聞子育て支援センター

子育て家庭へ誕生おめでとうメッセージの発行 毎月 子育て中の各家庭

問い合わせ先　地域福祉課児童母子福祉係
　　　　　　 ☎㉒2111（内線272）

地域子育て支援センター

2広報いぶすき　５月号2012.５　No.77ⅠBUSUKⅠ3



今年も楽しさいろいろ

ふれあいデイ

　市では、65歳以上の高齢者を対象に、市内41会場で「ふ
れあいデイ」を実施します。積極的に外に出て体を動かす
ことは、介護予防にもつながります。
　生きがいづくり、健康づくりのために参加しませんか。
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Ｉ
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■
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間

　

５
月
７
日（
月
）～
31
日（
木
）

■
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
関
係
書
類
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、「
指
宿
市
提
案
公

募
型
補
助
事
業
募
集
要
項
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

要
項
お
よ
び
申
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書
は
、
市
民

協
働
課
お
よ
び
山
川
・
開
聞
支

所
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
あ

り
ま
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。
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た
、
市
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ー
ム
ペ

ー
ジ
か
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ウ
ン
ロ
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ド
で
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市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

平成24年度第１回提案公募型補助事業採択分
№ 事業名 団体名 事業の概要 補助金額

1 わんわんパトロー
ル推進事業

わんわんパトロー
ル推進隊

　飼い犬の散歩を兼ねて自主的な地域巡回パトロールを行
うことで、犯罪のない明るいまちづくりを推進するととも
に、環境美化に努める。

200,000円 

2 花の実行委員会 花の実行委員会
　花作り講習会でのリーダー養成や、苗の育成・提供によ
る国・県・市道沿いの花壇の植栽や管理指導など、継続的
な環境美化活動を図る。

200,000円

3 そげんじゃったなー
いぶすき写真展

タイムマシン・
フォト・クラブ

　市民目線で撮影された指宿に関連する古い写真を広く公
募し、巡回写真展を開催して、思い出などを語り合いなが
ら郷土愛を醸成する機会を創出する。

200,000円

4 「てんちの杜
もり

」観
察環境整備事業

ＮＰＯ法人　縄文
の森をつくろう会

　地域の住民や子どもたちと一緒に「てんちの杜」の樹木
に名前などを記した銘板を取り付けたり、鳥の巣箱を作成・
設置したりしながら、森林の役割や自然環境の大切さを学
んでもらう。

200,000円

5 浜児ヶ水区映像記
録保存事業 浜児ヶ水咲良会

　８ミリフィルムで撮影された地区の行事や伝統文化に関
する映像などを、後世にも引き継げる媒体に変換して保存
する。また、上映会を開催し、歴史を振り返りながら郷土
愛を育

はぐく

み、地区の伝統文化の継承につなげる。
200,000円

6 いぶすきマルシェ
開催事業

いぶすきマルシェ
実行委員会

　指宿産直販所の機能にサークル活動の発表やカフェでの
憩いの場などをプラスした「マルシェ」（フランス型の停留
市場）を開催する。農畜産物をはじめとする指宿の特産品
を市内外にアピールすることで、地元産業の活性化を図る。

200,000円

7 ナガタン田んぼ景
観形成事業

東方５地区防犯組
合連合会

　周辺地区の防犯組合を中心に、子ども会や老人クラブの
協力をもらいながら、耕作放棄地を整備する。また、これ
までに植栽したアジサイなどの管理も行いながら、地域コ
ミュニティ活動の活性化と景観向上を図る。

196,000円

8 やなきた“絆
きずな

”プロ
ジェクト

柳田校区自治公民
館連絡協議会

　柳田校区内の各地区において危険箇所などを調査し、ハ
ザードマップを作成する。また、モデル地区においては、
高齢者独居世帯など支援を必要としている世帯を調査して
情報集積も行い、地域の絆がつなぐ安全安心なまちづくり
のための意識醸成を図る。

200,000円

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
２
次
募
集

　

夏
は
食
が
細
り
、
暑
さ
で
体
力

も
低
下
し
ま
す
。

　

涼
し
い
唐
船
峡
で
友
人
ら
と
語

ら
い
、
お
い
し
い
食
事
を
楽
し
み

な
が
ら
、
介
護
予
防
の
講
話
と
実

技
で
夏
バ
テ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
介
護
予
防
の

実
技
の
後
、
食
事
会
を
通
し
て
楽

し
く
交
流
し
ま
す
。
食
べ
て
、
歌

っ
て
、
踊
っ
て
、
笑
っ
て
、
み
ん

な
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　

セ
イ
カ
食
品
株
式
会
社
の
工
場

と
南
日
本
新
聞
社
を
見
学
し
て
、

見
聞
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
移
動
中

の
バ
ス
の
中
で
は
、
介
護
予
防
の

講
話
や
仲
間
同
士
で
の
会
話
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
介
護
予
防
の

実
技
の
後
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通
し

て
楽
し
く
交
流
し
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

　

保
健
師
に
よ
る
健
康
状
態
の
チ

ェ
ッ
ク
や
、「
転
倒
予
防
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
介
護
予
防
に
つ
な
が
る

講
話
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
軽
い
運
動
で
体
を
動

か
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
、
か
い
も
ん
山
麓
ふ

れ
あ
い
公
園
の
芝
コ
ー
ト
で
実
施

し
ま
す
。
春
の
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の

中
、
開
聞
岳
を
眺
め
な
が
ら
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し
て
ボ
ー
ル

を
思
い
切
り
か
っ
飛
ば
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

※
ふ
れ
あ
い
公
園
が
定
休
日
（
火

曜
日
）
の
時
は
、
山
川
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
芝
コ
ー
ト
で
実

施
し
ま
す
。

※
10
月
に
開
催
予
定
の
大
会
は
、

え
ぷ
ろ
ん
は
う
す
池
田
の
芝
コ

ー
ト
で
行
い
ま
す
。

　

愉ゆ

と

り
徒
里
館
（
ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
介
護
予
防
の

実
技
の
後
、
輪
投
げ
や
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

毛
糸
を
使
っ
て
、
指
編
み
の
す

て
き
な
マ
フ
ラ
ー
作
り
に
挑
戦
し

ま
す
。

　

仲
間
同
士
で
参
加
し
て
、
自
分

だ
け
の
作
品
を
完
成
さ
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

指
宿
総
合
体
育
館
で
ミ
ニ
運
動

会
を
実
施
し
ま
す
。

　

軽
い
運
動
で
体
を
動
か
し
、
み

ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

砂
む
し
温
泉
「
砂
楽
」
で
行
い

ま
す
。
保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ

ッ
ク
や
健
康
相
談
の
後
、
神
経
痛
・

リ
ウ
マ
チ
・
腰
痛
な
ど
に
効
果
が

あ
る
砂
む
し
温
泉
に
入
浴
し
ま
す
。

　

吹
越
地
区
に
あ
る
カ
ン
タ
公
園

で
実
施
し
ま
す
。

　

成
績
を
気
に
せ
ず
、
伸
び
伸
び

プ
レ
ー
で
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し

ま
し
ょ
う
。

　

手
先
を
動
か
す
こ
と
は
、
脳
機

能
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

薩
摩
焼
窯
元
の
指
導
で
、
世
界

に
２
つ
と
な
い
小
鉢
や
湯
飲
み
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

○
ふ
れ
あ
い
デ
イ
事
務
局
（
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
㉗
０
８
２
２

○
長
寿
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
座

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
講
座

元
気
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

ふ
れ
あ
い
砂
む
し
講
座

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
講
座

ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座

ふ
れ
あ
い
創
作
講
座

春
の
ミ
ニ
運
動
会
講
座

新
年
交
流
会
講
座

施
設
巡
り
講
座

生
き
活い

き
健
康
講
座

８事業を採択

提案公募型 　
　　 補助事業
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Ｊ
Ｒ
山
川
駅
周
辺
は
、
ツ
マ
ベ

ニ
チ
ョ
ウ
の
宝
庫
と
し
て
も
有
名

で
す
。

　

ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ
は
、
シ
ロ
チ

ョ
ウ
科
に
属
す
る
世
界
最
大
の
シ

ロ
チ
ョ
ウ
で
、
西
は
イ
ン
ド
か
ら

南
は
ジ
ャ
ワ
島
付
近
ま
で
東
洋
熱

帯
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
九

州
南
端
は
そ
の
北
限
に
あ
た
り
、

薩
摩
半
島
で
は
、
野
間
半
島
か
ら

枕
崎
市
に
か
け
て
の
地
域
と
本
市

に
大
別
さ
れ
る
２
つ
の
生
息
地
が

あ
り
ま
す
。

　

ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ
の
分
布
は
、

餌
と
な
る
食
樹
で
あ
る
ギ
ョ
ボ
ク

の
分
布
に
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。
奄

美
大
島
で
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
イ
ヌ

ガ
ラ
シ
と
い
う
多
年
草
に
産
卵
が

認
め
ら
れ
た
り
、
飼
育
例
で
も
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
を
一
時
的
に
食
べ
た

り
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す

が
、
主
要
な
食
樹
は
、
キ
ョ
ボ
ク

属
に
限
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

春
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ

日
本
最
南
端
の
有
人
駅
で
は
、
風

光
明
媚び

な
港
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

乱
舞
す
る
「
幸

せ
を
呼
ぶ
蝶
」

が
、
降
り
立
つ

人
々
を
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
の
揖
宿
郡
に
は
、
朝

廷
が
任
命
し
た
郡
司
と
鎌
倉
幕
府

が
命
じ
た
地
頭
の
２
人
の
統
治
者

が
い
ま
し
た
。

　

揖
宿
郡
司
の
指
宿
忠
秀
と
指
宿

地
頭
職
の
島
津
忠
綱
と
の
間
で
い

さ
か
い
が
起
こ
り
、
忠
秀
は
忠
綱

の
部
下
に
よ
っ
て
不
慮
の
死
を
遂

げ
ま
し
た
。
忠
秀
の
弟
の
忠
成
と

養
子
の
重
秀
が
事
件
を
幕
府
に
訴

え
ま
す
が
、
忠
綱
は
幕
府
の
取
り

調
べ
に
対
し
て
「
し
ら
」
を
切
り

通
し
ま
す
。
し
か
し
、
山
川
の
船

乗
り
綾
三
郎
延
元
の
証
言
で
、
忠

綱
は
、
忠
秀
の
残
し
た
土
地
を
取

り
上
げ
て
部
下
に
与
え
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

幕
府
は
忠
綱
を
地
頭
職
か
ら
解

任
し
、
事
件
は
解
決
し
た
か
に
見

え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、

忠
秀
の
弟
の
忠
成
と
養
子
の
重
秀

は
土
地
の
相
続
争
い
を
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
事
件
の
裁
判

の
判
決
文
が
「
関
東
下
知
状
」
と

呼
ば
れ
る
古
文
書
で
す
。

　

市
で
は
、
古
文
書
を
読
め
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
う
人
が
、
共

に
集
ま
り
学
ぶ
「
は
し
む
れ
古
文

書
同
好
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

Ｏ
は
し
む
れ
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

☎
㉓
５
１
０
０

ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ

幸
せ
を
呼
ぶ
蝶

ち
ょ
う

と

  

古
文
書
に
残
る
判
決
文

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
72

関
東
下げ

ち知
状

報
恩

謝
徳

　
老
い
て
尚な
お

　
な
つ
か
し
き
名
の

　
母
子
草
（
高
浜
虚
子
）

　

母
子
草
。
道
端
や
田
畑
な
ど
あ

ち
こ
ち
に
生
え
、
薄
黄
色
の
小
さ

な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

「
母
」
の
字
の
由
来
は
、
横
に

す
る
と
胸
に
二
つ
の
乳
房
が
あ
る

形
に
な
る
こ
と
か
ら
と
も
言
わ
れ

ま
す
。「
母
」
そ
れ
は
、
命
を
生
み
、

ま
た
育
て
る
。
子
供
に
と
っ
て
、

自
分
を
こ
の
世
に
存
在
さ
せ
た
特

別
な
人
で
す
。

　

先
日
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
訪

れ
た
と
き
、
一
群
の
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
前
に
こ
う
思
い
ま
し
た
。

「
な
に
か
し
ら
、
花
の
色
は
豊
か

な
幅
と
奥
行
き
が
あ
る
よ
う
だ
」

と
。

　

自
然
界
の
花
の
色
で
、
最
も
多

い
の
は
黄
色
で
次
が
白
色
だ
と
言

わ
れ
ま
す
。
赤
色
は
バ
ラ
の
印
象

が
強
い
で
す
が
、
実
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
そ
う
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
や
は
り
花
の
主
役

は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
定
番

の
赤
と
白
、
そ
の
間
を
い
く
つ
も

の
ピ
ン
ク
が
埋
め
て
い
ま
す
。

　

五
月
の
第
二
日
曜
日
は
「
母
の

日
」。母
が
家
事
を
仕
切
る
人
で
あ

れ
ば
、
母
の
日
も
日
常
に
埋
没
し

が
ち
に
も
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
母
の
日
は
思
い
を
カ
タ
チ
に

し
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

福
井
県
丸
岡
町
（
現
・
坂
井
市
）

が
１
９
９
３
年
に
始
め
た
「
一
筆

啓
上
賞
」。第
一
回
の
募
集
テ
ー
マ

「
母
へ
の
手
紙
」
を
読
み
返
す
と
、

そ
の
思
い
を
強
く
し
ま
す
。

　

「
い
っ
ぱ
い
の
愛
を
あ
り
が
と

う
、
マ
マ
。
き
っ
と
、
ボ
ク
も
、

い
っ
ぱ
い
の
愛
を
あ
げ
る
こ
と
の

で
き
る
人
に
な
る
よ
。
や
く
そ
く

さ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。

「
心
は
心
を
育
て
、
愛
は
愛
を
育

て
る
」

　

母
の
深
い
愛
は
平
和
と
命
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
母
親
が

惜
し
み
な
く
愛
情
を
注
ぎ
、
子
ど

も
た
ち
は
感
謝
し
追
慕
す
る
…
。

　

親
と
子
は
い
つ
の
時
代
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
情
を
ぶ
つ
け
合
い
な

が
ら
時
を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

母
の
日

母子草

ツマベニチョウ

関東下知状

指宿の旬の食材を使った、簡単でおいしいレシピを紹介します。
今回は、これからが旬の食材「カボチャ」を使ったレシピです。
ほくほくカボチャは、栄養満点！です。

　
　

　　

材料
カボチャ
小麦粉（中力）
もち粉
卵
砂糖
サラダ油
牛乳
ベーキングパウダー

200g
150g
 50g
 ３個
200g
40cc
大さじ２
小さじ２強

①　小麦粉、もち粉、ベーキングパウダーをふるい
　　にかけておく
②　カボチャは皮ごとおろし器ですりおろす
③　ボウルに卵を割りしっかり泡立て、砂糖を加え
　　混ぜる
④　③にすりおろしたカボチャを加えよく混ぜる
⑤　④の中に①とサラダ油、牛乳を入れて混ぜる
⑥　材料を型に流し入れ、蒸し器で30～40分蒸す

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎㉒2111（内線711）

ポイント
温かいうちにラップで
くるむと、しっとりし
ますよ !

季節の恵みをいただきます

春かぼちゃのふくれ菓子

指宿の特産品を使った

いまが レシピ旬
今月のレシピ紹介者

おふくろの里の皆さん

こ
れ
か
ら
の
ア
ロ
ハ
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
年
も
指
宿
に
ア
ロ
ハ
の
季
節

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

指
宿
は
温
暖
な
気
候
や
摺
ヶ
浜

か
ら
臨
む
魚
見
岳
が
、
ハ
ワ
イ
に

あ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
周
辺

の
風
景
に
似
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、「
東
洋
の
ハ
ワ
イ
」
と
し
て
昭

和
30
年
代
か
ら
観
光
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

市
民
に
は
早
く
か
ら
ア
ロ
ハ
シ
ャ

ツ
や
フ
ラ
の
文
化
が
根
付
い
て
い

ま
す
。

　

今
年
９
回
目
を
迎
え
る
「
い
ぶ

す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

は
、
昨
年
、
全
国
各
地
か
ら
過
去

最
高
の
２
，６
４
８
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
約
９
割
が
市
外

か
ら
の
参
加
者
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
市
に
と
っ
て
も
大
き
な

恩
恵
を
受
け
て
い
る
観
光
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
の
ハ
ワ
イ
旅
行
ブ

ー
ム
や
ハ
ワ
イ
文
化
の
日
本
上
陸

で
人
気
が
出
始
め
た
フ
ラ
は
、
幅

広
い
年
代
の
女
性
に
受
け
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
母
娘
で

楽
し
む
人
た
ち
や
男
性
グ
ル
ー
プ

も
目
立
っ
て
お
り
、
今
後
も
フ
ラ

人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
や
観

光
協
会
な
ど
で
構
成
す
る
「
い
ぶ

す
き
ア
ロ
ハ
の
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
」
で
は
、
市
内
の
い
た
る

所
で
フ
ラ
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ー
ド
、

グ
ッ
ズ
、
衣
装
な
ど
が
楽
し
め
る

ア
ロ
ハ
一
色
の
「
ア
ロ
ハ
ウ
イ
ー

ク
」
の
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
指
宿
を

訪
れ
る
観
光
客
に
も
南
国
指
宿
を

満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

　

い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
、
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
や
菜
の

花
マ
ー
チ
と
同
様
に
一
大
観
光
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
成
長
し
、
多
く
の

方
々
が
指
宿
を
訪
れ
る
よ
う
、
今

後
も
ア
ロ
ハ
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
交
流
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
５
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 
⑫

観
光
シ
リ
ー
ズ

今月の食材

【春５月～７月・秋11月～１月】
鹿児島県はカボチャの生産量全国
２位、指宿は県内１位の大生産地

カボチャ
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まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

鶴の港を眺めながらの食事は最高

芙蓉商事代表取締役
社長の湯ノ口隆洋氏

たくさんの人出でにぎわう

鮮度抜群

旬の食材も豊富

おいしそう

南大隅町直送品のコーナーも

新鮮で安い食材が並ぶ

　

道
の
駅
山
川
港
特
産
市
場
「
活い

お
海
道
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
施
設
運
営
を
し
て
き
た
山
川
町
漁
業
協
同
組
合
の
指
定
管
理
者
期

間
が
満
了
を
迎
え
、
新
た
に
株
式
会
社
芙
蓉
商
事
（
本
社
・
鹿
児
島
市
）
が
指
定
管
理
者

と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、「
活
お
海
道
」
の
新
出

発
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
山
川
港
「
活
お
海
道
」

は
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元

や
近
隣
の
皆
さ
ん
が
日
常
的
に
利

用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
特
急
「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」

の
運
行
や
山
川

−

根
占
フ
ェ
リ
ー

の
本
格
運
航
再
開
等
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方
々
が
こ

の
「
活
お
海
道
」
を
訪
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
誰
も
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
ま
た
お

客
様
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
食

を
提
供
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う

心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
水
産
物
や
特
産
品
の
販
売
を

通
し
て
、
消
費
者
と
の
交
流
を
図

る
と
と
も
に
、
観
光
交
流
の
拠
点

と
し
て
、
利
用
者
を
飽
き
さ
せ
な

い
公
設
市
場
を
目
指
し
ま
す
。

利
用
者
を
飽
き
さ
せ
な
い

　
　

公
設
市
場
を
目
指
し
て

  

道
の
駅
山
川
港
「
活
お
海
道
」
館
長

　
　
　
　

  　

加
治
原　

秀
一
さ
ん

晴
れ
や
か
に
新
出
発

⑦

①

⑩

②

㉚㉕
㉙
㉗

⑯
⑧

③

⑥
⑨
⑳

㉖㉘

㉔

⑱
⑰
⑲

⑤
⑫㉑

㉒
㉓
⑪
④

⑬⑭⑮

番号 発生地区 番号 発生地区 番号 発生地区 番号 発生地区 番号 発生地区 番号 発生地区
① 堀切園 ⑥ 田上 ⑪ 今村 ⑯ 丈六 ㉑ 野元 ㉖ 利永中
② 中小路 ⑦ 田之畑 ⑫ 清水 ⑰ 神方上 ㉒ 岡児ヶ水西 ㉗ 尾掛
③ 中野 ⑧ 大渡 ⑬ 高尾 ⑱ 前薗上 ㉓ 岡児ヶ水東 ㉘ 上手
④ 大石 ⑨ 春 ⑭ 西道 ⑲ 前原上 ㉔ 苙口 ㉙ 下吹越
⑤ 東道 ⑩ 五郎ヶ岡 ⑮ 野道 ⑳ 迫 ㉕ 道下東 ㉚ 二月田

ヤンバルトサカヤスデの発生地域（発生順）

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
を

　

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

ヤ
ス
デ
の
駆
除
方
法

　

春
か
ら
初
秋
に
か
け
て
繁
殖
す

る
ヤ
ス
デ
の
幼
虫
は
、
成
虫
と
比

べ
て
日
光
や
乾
燥
な
ど
、
体
へ
の

刺
激
に
弱
い
の
で
、
田
畑
の
掘
り

起
こ
し
や
下
草
払
い
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
薬
剤
散
布
は
、
ヤ

ス
デ
が
地
上
で
活
動
す
る
初
夏
か

ら
初
秋
に
か
け
て
が
効
果
的
で
す
。

薬
剤
の
配
布

　

初
回
に
限
り
、１
世
帯
１
袋（
約

１
２
０
㎡
散
布
可
能
）
を
上
限
に
、

薬
剤
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
ヤ
ス
デ
と
確
認
で
き
た
場
合

の
み
で
す
。
薬
剤
は
、
公
民
館
長

等
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

ヤ
ス
デ
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

　

平
成
22
年
以
降
、
市
内
で
は
、「
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
（
以

下
「
ヤ
ス
デ
」）が
大
量
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ス
デ
は
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え
た
り
、
人
を
咬か

ん
だ
刺
し
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
虫
で
す
。
し
か
し
、
時
に
異
常
発
生
し
、
お
び

た
だ
し
い
数
で
移
動
し
た
り
、
壁
や
塀
に
よ
じ
登
り
、
家
屋
の
中
に

侵
入
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
不
快
害
虫
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ス
デ
の
ま
ん
延
防
止
と
駆
除
方
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ヤ
ス
デ
を
持
ち
込
ま
な
い
！

持
ち
出
さ
な
い
！

　

ヤ
ス
デ
の
ま
ん
延
は
、
ヤ
ス
デ

の
卵
や
幼
虫
が
生
息
す
る
土
や
木

々
を
、
庭
木
等
用
や
堆た

い

肥
（
落
ち

葉
等
の
腐
葉
土
）
等
と
し
て
移
動

し
て
し
ま
う
、
い
わ
ゆ
る
「
人
為

的
な
も
の
」
が
大
き
な
原
因
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
息
し
に
く
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

　

ヤ
ス
デ
は
、
餌
と
な
る
落
葉
や

廃
材
が
あ
る
日
当
た
り
の
悪
い
湿

度
の
高
い
場
所
を
好
み
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
所
で
は
、
繰
り
返
し

異
常
発
生
し
ま
す
。

　

家
庭
用
殺
虫
剤
で
駆
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
生
息
地
域
か

ら
一
掃
す
る
た
め
に
は
、
地
域
で

協
力
し
て
、
一
斉
駆
除
を
し
ま
し

ょ
う
。

くす玉を割り新出発を祝う
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　３月13日、指宿熱帯果樹研究会（石畑清武会長）
が設立40周年を記念して、リュウガン（竜眼）とレイ
シの苗木各20本を市へ贈呈しました。石畑会長は、
「秋にはリュウガンが実を付け、観光客にも喜んで
もらえるのでは」と話しました。豊留市長は、「辰の
年に竜の眼、きっと指宿を見守る木になることでし
ょう」とお礼を述べました。苗木は、市内の学校や
公共施設等に配布し、植樹されました。

　市内で発生していた特殊病害虫アリモドキゾウム
シとイモゾウムシの根絶が確認されました。３月21
日、現地防除対策班の解散式が鹿児島県病害虫防除
所で行われ、対策班のメンバーや国、県、市関係者
ら約40人が出席。対策班代表に感謝状が贈られまし
た。対策班では、病害虫発見から約３年３カ月の間、
市内の防除区域で餌になる植物の除去や各種調査な
どに取り組んできました。

リュウガンの苗木を手渡す石畑会長（左）

感謝状を渡す門司植物防疫所長（右）

指 宿を見守る眼
め

となれ

地 道な努力で早期根絶

指宿熱帯果樹研究会が苗木を贈呈

特殊病害虫の現地防除対策班が解散

　３月16日、指宿青年会議所の池増慎吾理事長ら３
人が豊留市長を訪れ、東日本大震災の被災地支援た
めにと募金約21万円を寄付しました。これは同メン
バーが11日、市内のスーパーなど４店舗で募金活動
を行ったもので、池増理事長は、「１日のわずかな時
間で集めた募金ですが、被災地のために有意義に使
っていただきたい」と話しました。寄付金は日本赤
十字社を通じて被災地に届けられました。

　３月17日、市と鹿児島大学が共同で実施する「地
域と大学のローカルシンフォニーin指宿」が市民会
館で開催されました。今回は、同大学の齊藤祐教授
らによるオペラ「天璋院嘆願図」全一幕を公演。会
場には本格的なオペラを観劇しようと約530人が集
まりました。同大学音楽科管弦楽団や指宿市民合唱
団の生演奏が舞台を盛り上げ、来場者はオペラの妖

よ う

艶
え ん

な世界に次々と引き込まれていました。

震 災１年の募金寄付

本 格的なオペラに酔いしれる

指宿青年会議所が募金寄付

ローカルシンフォニーin指宿が開催

まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　３月27日、太平洋戦争の激戦地フィリピンで戦死
した約47万６千人の冥福を祈る、比島戦没者慰霊祭
が花瀬望比公園でしめやかに行われました。県内外
から約1,200人の遺族らが恒久の平和を願い献花に訪
れました。慰霊祭では、顕彰会会長を務める豊留市
長が「平和のためにさらに精進し努力することを固
く誓い、御霊の鎮魂と安らぎを念じます」と追悼の
言葉を述べました。

英霊に献花する遺族ら

恒 久平和の誓い新たに
花瀬望比公園で戦没者慰霊祭

　毎年12月に市内の保育園等で、楽しいマジックを
披露しているＤＯＮ・四次元さん（弥次ヶ湯）と山
下德明さん（上野中）が、マジックの普及活動の功
績を讃

た た

えられ、日本奇術協会から感謝状が贈られま
した。４月３日、両氏は豊留市長へ報告に訪れ、Ｄ
ＯＮ・四次元さんは、「これからも子どもたちがマジ
ックを見て、楽しんでもらえるようお手伝いしたい」
と話しました。

マ ジック普及活動が評価

市 内各所で手振り歓迎

日本奇術協会から感謝状

「いぶたま」１周年イベントが開催

色とりどりの創作料理 おもてなしの心で送迎１日駅長を勤めた指商生ら

春の豆弁販売に長い列

いぶたまおもてなし隊の任命式

ＤＯＮ・四次元さん（中央）と山下さん（右）

目録を手渡す池増理事長（中央左）

迫真の演技で観客を魅了

　３月17日、観光特急「指宿のたまて箱（いぶたま）」の運行１周年を記念
したイベントがＪＲ指宿駅を中心に行われ、市や市民ボランティア、観光
関係者らが、本市を訪れた乗客らを盛大にもてなしました。豊留市長は、
「今日は、指宿市民総出でおもてなしをしていただきたい。これからもた
くさんの観光客に満足してもらえるような地域づくりを目指したい」と宣
言。「いぶたま」が到着すると、指宿温泉華の会の皆さんやいぶたまおもて
なし隊、１日駅長に任命された指宿商業生らがホームで乗客を出迎えまし
た。駅舎前では、市内ホテル８社が腕を振るい創作した「玉手箱料理」の
展示会や、地元飲食店が考案した各店舗の個性あふれる「春の豆弁（駅弁）」
が限定販売されるなど、多彩な催しが行われました。また、ＪＲ沿線でも、
市民らが「いぶたま」に手を振るなど、歓迎ムード一色の１日となりまし
た。
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　旅行口コミサイトトリップアドバイザーが発表し
た「行ってよかった日帰りスパ＆温泉トップ20」で、
ヘルシーランド「たまて箱温泉」が堂々の１位に選
ばれました。「目の前に広がる絶景と開放感に感動」
などのコメントが寄せられ、開聞岳や海のパノラマ
を楽しめる眺望が高く評価されました。また、砂む
し温泉「砂楽」も５位に入賞しました。

大パノラマが広がるたまて箱温泉

山 と海の壮大な景色が評価
「たまて箱温泉」が日本一に

　４月８日、「春の全国交通安全運動」に伴い、交通
安全運転ラリー大会が催されました。17チーム約80
人が参加し、自分たちで考えた交通標語を車体に張
って、指宿警察署からスタートする約41㎞のコース
に挑戦。走行タイムや学科問題などでポイントを競
い合い、エムザスチームが総合優勝しました。また、
標語部門賞には、温湯壮年団チームの「こないだろ
う　いしきかえよう　きてるかも」が選ばれました。

安 全運転の技術を競う
第16回交通安全運転ラリー大会が開催

車体に張った標語で交通安全をＰＲ

まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　このたび６人が満100歳を迎え、市と市社会福祉協
議会は祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　西村ミヱさん（上東）は３月15日生まれで、自宅で
元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「92
歳まで畑仕事をしていたことと、毎日お経を上げ、ご
先祖様を大事にしていることでしょうか」（西村さんの
親族）と話してくれました。

　福村スミエさん（鰻）は３月15日生まれで、介護老
人保健施設ヴァンベールみどりの風で元気に過ごして
います。長寿の秘けつを尋ねると、「規則正しい生活と、
野菜と魚中心の食事でしょうか」（福村さんの親族）と
話してくれました。

　山下サミエさん（後馬場）は３月18日生まれで、自
宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、
「何でもよく食べること、近くの公園まで散歩してい
るからではないでしょうか」（山下さんの家族）と話し
てくれました。

　田口ケサさん（尾下）は３月20日生まれで、特別養
護老人ホーム徳光苑で元気に過ごしています。長寿の
秘けつを尋ねると、「魚が好きでよく食べていたことと、
くよくよしないことでしょうか」（田口さんの親族）と
話してくれました。

　北﨑ユミさん（浜西）は３月20日生まれで、特別養
護老人ホーム湯之里園で元気に過ごしています。長寿
の秘けつを尋ねると、「歌や踊り、デイサービスと趣味
が広く、元気で出歩いていたからでしょうか」（北﨑さ
んの親族）と話してくれました。

　豊留アサノさん（高野原）は３月24日生まれで、グ
ループホーム秋桜畑で元気に過ごしています。長寿の
秘けつを尋ねると、「周りの人たちを大切に思い、日々
感謝すること。くよくよしないで朗らかに過ごすこと
でしょうか」（豊留さんの親族）と話してくれました。
　皆さん、いつまでも長生きしてください。

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

北﨑ユミさん

西村ミヱさん

福村スミエさん

山下サミエさん

田口ケサさん

豊留アサノさん

前 回の改修から30年ぶり
陸上競技場改修完成記念式典が開催

石野選手の100mハードル試技 完成を祝う関係者ら走りやすくなった400mコース

イベントに多くの市民が参加

新記録も期待できそう

　４月８日、市営陸上競技場の改修完成記念式典が行われ、市や工事関
係者、各種団体ら約100人が出席しました。改修された走路は雨天時で
も利用できる全天候型のコースとなり、豊留市長は、「市民がいつでも気
軽に利用でき、健康づくりなど生涯スポーツの推進に貢献できるものと
期待されます」と式辞を述べました。式典後には、100ｍハードル選手
の石野真美さん（長谷川体育施設）のハードル試技や講演、市民参加の
ミニ陸上競技大会が行われました。イベントには選手や保護者ら約700
人が集まり、大会に参加した柳田小６年の福留将太さん（南十町）は、
「前は滑ったりしたけど、新しいコースは走りやすかった」と元気に話
してくれました。
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し
む
れ
講
堂

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
参
加
料　

１
人
２
０
０
円
（
材

料
代
）

金
環
日
食
観
察
会

■
日
時　

５
月
21
日（
月
）７
時
～

10
時

※
雨
天
中
止

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
参
加
料　

１
人
１
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の　

日
食
メ
ガ
ネ

（
文
具
店
等
で
も
販
売
し
て
い

ま
す
。）

　

金
環
日
食
は
、
太
陽
の
前
に
月

が
重
な
る
こ
と
で
、
指
輪
の
リ
ン

グ
の
よ
う
に
見
え
る
日
食
の
こ
と

で
す
。
太
陽
の
直
径
は
月
の
直
径

の
約
４
０
０
倍
あ
り
ま
す
が
、
地

球
か
ら
太
陽
ま
で
の
距
離
も
地
球

か
ら
月
ま
で
の
距
離
の
約
４
０
０

倍
あ
る
た
め
、
日
食
の
と
き
に
太

陽
と
月
の
見
か
け
の
大
き
さ
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
に
な
り
ま
す
。
こ
の

情 報 掲 示 板 Information

	 	 	 	 	 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

6月

情報掲示板 いぶすき 
Information

	 	 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30	 31	

5月

2012

2012

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

▲魚見岳

●
魚見小

知林ヶ島

砂州

二月田

宮ヶ浜

指宿

40
㎞

10
㎞

4.6
㎞

1.5
㎞

トライアスロン
バイクコース 1～3往復

折り返しポイント

折り返しポイント

知林ヶ島・
砂州ウォーク
砂州カヤック

田良岬

●休暇村指宿

休暇村指宿
芝生広場

魚見港

トライアスロン
スイムコース

トライアスロン
ランコース

●
指宿総合
　体育館

２往復

指
宿
枕
崎
線

●
こころの湯

指宿市営●
野球場

●
ふれあいプラザ

なのはな館

238

23
8

226

至
鹿
児
島
市

至
開
聞
岳

●
指宿税務署

●指宿市役所

●指宿市
観光協会

●指宿白水館

●指宿商工会議所 指宿市営
陸上競技場

指宿総合
体育館

市民会館

【会場】指宿総合体育館

※受付は市民会館

GOAL

GOAL

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

催
し

指宿スポーツフェスタ
第26回 指宿トライアスロン大会

指宿スポーツフェスタ第26回指宿トライアスロン大会
が５月19日（土）～20日（日）に開催されます。アスリー
トたちの挑戦に、皆さんの声援をお願いします。

問い合わせ先　指宿スポーツフェスタ第26回指宿トライアスロン実行委員会事務局　☎099-253-2333

※当日は、交通規制を行います。

期  間

2012
SAT SUN
【土】 【日】

５
月19 20

金
環
日
食
を
見
よ
う
！

　

５
月
21
日（
月
）の
朝
、
世
界
的

な
天
体
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
す
。
東

の
空
か
ら
昇
っ
て
く
る
太
陽
が
ま

る
で
指
輪
の
リ
ン
グ
の
よ
う
に
見

え
る
「
金
環
日
食
」
が
起
こ
り
ま

す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
金
環

日
食
の
謎
と
、
安
全
な
日
食
の
観

察
方
法
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
、
天
体
シ
ョ
ー

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
20
日（
日
）13
時
30

分
～
14
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
講
堂

■
内
容　

金
環
日
食
の
謎
と
安
全

な
観
察
方
法

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

日
食
メ
ガ
ネ
工
作
体
験

■
日
時　

５
月
20
日（
日
）

①
10
時
～
12
時

②
14
時
～
16
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

偶
然
か
ら
、
太
陽
・
月
・
地
球
が

直
線
で
重
な
っ
た
時
、
太
陽
と
月

の
大
き
さ
が
同
じ
な
ら
ば
、
皆
既

日
食
に
な
り
、
そ
の
距
離
が
少
し

ず
れ
た
時
は
金
環
日
食
が
起
こ
り

ま
す
。

日
食
の
始
ま
る
時
間
帯

　

６
時
12
分
～
８
時
41
分

日
食
観
察
で
の
注
意

○
肉
眼
で
太
陽
を
見
る
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

○
必
ず
日
食
観
察
専
用
の
「
日
食

メ
ガ
ネ
」
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
目
が
痛
く
な
っ
た
り
、
頭
が
痛

く
な
っ
た
り
し
た
ら
、
日
食
の

観
察
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
デ
ー

■
日
時　

５
月
12
日（
土
）10
時
～

12
時

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

お
手
玉
、
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
体
力
テ
ス
ト
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど

■
定
員　

１
０
０
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
申
込
方
法　

当
日
受
付
も
で
き

ま
す
が
、
な
る
べ
く
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

上
履
き
を
持
参
し
、

運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
㉔
５
３
６
６

「
金
環
日
食
」
っ
て
な
に
？

６時30分

７時20分〜24分

７時00分

７時30分

７時15分

８時00分

いぶすきフラフェスティバル第
９
回

■期間　５月25日(金)〜27日(日)
■場所　市民会館ほか
※詳細については、後日、各家庭に配布される
　チラシをご覧ください。

問い合わせ先
いぶすきアロハのまちづくり実行委員会
（市観光協会内）
☎㉒3252

指宿にアロハの季節到来。多くのフラ愛好家たちが華やかな踊りを披露します。

19日（土）
　９：00～13：00　知林ヶ島・砂州ウオーク
　10：00～13：00　知林ヶ島・砂州カヤック
　14：00～16：00　ジュニアトライアスロンクリニック
　13：00～17：00　スポーツ健康フェスタ

20日（日）（スタート）
　９：00　トライアスロンＢ
　９：20　アクアスロン
　10：00　トライアスロンＡ
《同時開催イベント》
　Ｂ級グルメ屋台村
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観
劇
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
自
主

活
動
を
行
っ
て
い
る
指
宿
子
ど
も

劇
場
が
、
例
会
（
演
劇
）
を
開
催

し
ま
す
。　

■
日
時　

５
月
23
日（
水
）

　

開
場
18
時
45
分
、
開
演
19
時

■
場
所　

丹
波
小
学
校
体
育
館

■
演
目　

「
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
」

■
演
じ
手　

劇
団
道
化

■
鑑
賞
料　

無
料
（
た
だ
し
、
指

　

宿
子
ど
も
劇
場
の
会
員
に
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
入
会
金
３

　

０
０
円
、
月
会
費
１
，０
０
０
円

　

で
当
日
申
し
込
み
で
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
子
ど
も
劇
場　

谷
田　

　
☎
０
９
０-

８
６
６
３-

５
１
８
２

　

各
都
道
府
県
代
表
に
よ
る
、
第

27
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
期
間　

５
月
26
日（
土
）～
27
日　

　
（
日
）

■
会
場　

市
営
陸
上
競
技
場
、
市

　

営
野
球
場

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
体
育
施
設
係

　

☎
㉗
０
２
０
３

花
火
大
会

■
日
時　

６
月
２
日（
土
）20
時
～

※
雨
天
順
延

み
な
と
祭
り

■
期
日　

６
月
３
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
主
な
内
容
・
時
間

○
船
団
パ
レ
ー
ド　

８
時
30
分
～

　

９
時
30
分

○
街
頭
パ
レ
ー
ド　

10
時
～

○
演
芸
会　

12
時
～
16
時

■
場
所　

山
川
港
水
揚
げ
場
お
よ

び
そ
の
周
辺

出
演
者
・
参
加
者
を
募
集

　

演
芸
会
の
出
演
者
、
踊
り
連
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
18
日（
金
）

※
演
芸
会
は
、
出
演
枠
（
約
10
団

体
・
個
人
）
に
達
し
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

菜
の
花
商
工
会
本
所

　

☎
�
１
１
４
１

　

港
の
繁
栄
と
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
山
川
み
な
と
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

前
日
に
は
花
火
大
会
が
あ
り
、
夜
空
と
水
面
に
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
当
日
は
、
船
団
パ
レ
ー
ド
や
踊
り
連
に
よ
る
街
頭
パ

レ
ー
ド
、
演
芸
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

指
宿
子
ど
も
劇
場

　

市
陸
上
競
技
協
会
で
は
、
陸
上

競
技
審
判
員
養
成
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。
陸
上
競
技
に
関
心
の
あ

る
人
、
審
判
員
を
や
っ
て
み
た
い

と
思
う
人
は
、
講
習
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
12
日（
土
）13
時
30

　

分
■
場
所　

中
央
公
民
館

■
費
用　

○
登
録
手
数
料　

２
，５
０
０
円

○
審
判
員
手
帳
代　

  

５
０
０
円

■
そ
の
他　

写
真
（
縦
４・２
㎝
×

３・２
㎝
）
を
１
枚
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
陸
上
競
技
協
会

　

理
事
長　

吉
元　

隆

　

☎
㉕
５
６
７
２

　

市
で
は
、
牛
ま
た
は
豚
の
購
入

に
か
か
る
資
金
の
一
部
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
る
平
成
24
年
度
家
畜

購
入
資
金
の
借
り
入
れ
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

経
営
の
改
善
を
図
ろ

　

う
と
す
る
市
内
の
農
業
従
事
者

で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

○
牛
は
常
時
３
頭
以
上
、
豚
は
常

時
繁
殖
豚
３
頭
以
上
ま
た
は
肥

育
豚
50
頭
以
上
を
飼
育
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
多
頭
化
し
よ

う
と
す
る
農
家

○
耕
地
面
積
10
ａ
以
上
を
有
し
、

家
畜
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
農

家
○
家
畜
種
を
優
良
家
畜
に
転
換
し

よ
う
と
す
る
農
家

■
貸
付
金
額　

家
畜
の
購
入
金
額

の
７
割
以
内

■
貸
付
金
利　

無
利
子

■
連
帯
保
証
人　

２
人
（
同
一
生

計
で
な
く
、
保
証
能
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人
）

■
貸
付
時
期　

８
月
末
ご
ろ

■
償
還
期
間

○
牛　

１
年
据
置
後
４
年
以
内

○
豚　

１
年
据
置
後
３
年
以
内

■
申
込
期
限　

５
月
31
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

　

平
成
24
年
度
慰
霊
巡
拝
に
参
加

を
希
望
す
る
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

■
出
発　

８
月
中
旬
以
降

※
場
所
に
よ
っ
て
出
発
時
期
が
異

な
り
ま
す
。

■
場
所　

旧
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義

共
和
国
連
邦
、
中
華
人
民
共
和

国
東
北
部
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫

黄
島
等
旧
主
要
戦
域
等

※
詳
し
い
場
所
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

　

域
で
死
亡
し
た
戦
没
者
の
配
偶

者
・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
等

※
い
ず
れ
も
過
去
５
年
以
内
に
参

列
し
て
い
な
い
人
等
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間　

場
所
に
よ
っ
て
申

込
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
方
法　

申
込
書
（
地
域
福

祉
課
、
山
川
・
開
聞
支
所
市
民

福
祉
課
に
設
置
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
援
護
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
７
）

　

市
で
は
、
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
助
成
対
象
地
域
に

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
Ｉ

タ
ー
ン
者
に
対
し
、
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
地
域　

　

山
川
・
開
聞
地
域
、
指
宿
地
域

の
池
田
・
今
和
泉
校
区

■
助
成
対
象
要
件　

　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
世
帯
責
任
者
が
、
転

入
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
以
内
に
申
請
し
た
場
合
に
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
に
転
入
し
た

人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

転
入
し
た
人
で
、
当
該
世
帯
全

員
が
一
度
も
指
宿
市
（
旧
３
市

町
を
含
む
）
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

②
助
成
対
象
地
域
に
床
面
積
50
㎡

以
上
の
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は

床
面
積
50
㎡
以
上
の
住
宅
を
購

入
し
た

③
配
偶
者
ま
た
は
義
務
教
育
終
了

前
の
子
ど
も
が
い
る

④
転
入
の
日
に
60
歳
以
下
で
あ
る

※
世
帯
責
任
者
と
は
、
世
帯
の
中

で
主
に
世
帯
の
生
計
を
維
持
し

て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

■
助
成
金
額

■
申
請
期
間　

　

転
入
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内

■
申
請
に
必
要
な
書
類
（
各
１
通
）

○
交
付
申
請
書

○
誓
約
書

○
住
民
票
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の

写
し
（
世
帯
全
員
）

○
建
築
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買

契
約
書

○
建
物
登
記
事
項
証
明
書

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
企
画
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

募
集

Ｉ
タ
ー
ン
者
の

定
住
促
進
助
成

平
成
24
年
度

慰
霊
巡
拝
の
参
加
者

無
利
子
で
貸
し
付
け

家
畜
購
入
資
金

陸
上
競
技
審
判
員

養
成
講
習
会

50歳以下の人 50歳を超え
60歳以下の人

新築した場合 100万円 50万円

建築年数10年以内の
住宅を購入した場合 80万円まで 40万円まで

建築年数10年を超えた
住宅を購入した場合 50万円まで 25万円まで

世帯責任者
助成区分

情 報 掲 示 板 Information

全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

１、住宅を購入した場合は、購入価格の２分の１（上記は限度額）です。
２、助成金に千円未満の端数が生じた場合は、端数を切り捨てます。

第
79
回

　
山
川
み
な
と
　
　
り

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

■
日
時　

５
月
13
日（
日
）

○
開
場
11
時

○
開
演
13
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
内
容　

日
本
舞
踊
、
三
味
線
、

　

大
正
琴
な
ど

■
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

日
舞
雅
流
雅
会

　

湯
之
上
ハ
ナ
エ

　

☎
㉒
２
８
５
３

　

ク
リ
ー
ン
指
宿
は
、
快
適
で
住

み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
の

市
民
参
加
に
よ
る
清
掃
作
業
で
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日　

５
月
13
日（
日
）

※
雨
天
中
止

問
い
合
わ
せ
先

　

ク
リ
ー
ン
指
宿
市
民
会
議
事
務
局

　

☎
㉒
５
５
５
０

■
期
日　

５
月
19
日（
土
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
30
分
ま
で
に
番
所

　

鼻
公
園
（
南
九
州
市
）
駐
車
場

　

に
集
合

■
終
了　

12
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
６
・
５
㎞

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

５
月
17
日（
木
）

　

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

釜
蓋ふ

た

神
社
め
ぐ
り

ウ
オ
ー
ク

指
宿
芸
能
の
会

芸
能
の
祭
典

春
の
ク
リ
ー
ン
指
宿
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次
の
方
々
が
、
行
政
相
談
員
に

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

○
指
宿
地
域
担
当

　

今
村
新
作

　

十
町
２
８
３
８

　

☎
㉓
４
２
８
５

○
山
川
地
区
担
当

　

田
中
誠
一

　

山
川
福
元
67

−

３

　

☎
㉟
２
１
１
０

○
開
聞
地
区
担
当

　

村
山
陽
子

　

開
聞
仙
田
２
１
５
５

　

☎
㉜
４
８
１
４

■
講
座
名　

い
ぶ
よ
う
の
ぞ
み
講

　

座
■
対
象　

一
般

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
材

料
代
は
必
要
）

■
内
容　

陶
芸
（
花
器
等
）、手
工

芸
（
染
色
等
）、絵
手
紙
、
健
康

増
進
運
動
（
軽
ス
ポ
ー
ツ
）

■
日
程　

６
月
14
日（
木
）～

※
第
２
・
４
木
曜
日
18
時
～

■
注
意
事
項　

各
３
回
程
度
の
全

10
回
す
べ
て
の
受
講
が
原
則
で

す
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
１
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
養
護
学
校
（
担
当
・
早
馬
）

☎
㉓
３
２
１
１

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
指
宿

市
新
小
田
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
奨
学
生
の
資
格　

市
内
に
３
年

以
上
在
住
す
る
人
の
子
弟
で
、

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

○
本
市
に
居
住
し
、
高
等
学
校
に

在
学
し
て
い
る
こ
と

　

市
は
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」
の
見
直
し
作
業
を
進
め
る
た

め
、
農
用
地
利
用
計
画
変
更
処
理

（
除
外
・
編
入
分
）
を
一
時
休
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
作
業
の
進
ち

ょ
く
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
変
更

申
し
出
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　

な
お
、
除
外
・
編
入
以
外
の
用

途
変
更
（
農
業
用
倉
庫
や
畜
舎
、

堆た
い

肥
舎
な
ど
を
設
置
す
る
場
合
）

の
申
し
出
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
付　

５
月
７
日（
月
）～

※
以
降
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
場
所　

農
政
課
農
村
振
興
係

■
除
外
の
申
し
出　

農
地
を
住
宅

や
店
舗
、
資
材
置
き
場
等
、
農

　

業
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
場

合
■
編
入
の
申
し
出　

新
た
に
農
用

　

地
区
域
を
設
定
す
る
場
合

■
必
要
な
書
類

○
農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出
書

○
事
業
計
画
書

○
代
替
地
の
検
討
結
果

○
確
約
書

○
施
設
等
の
配
置
図

○
登
記
簿
謄
本

　

な
ど

※
必
要
書
類
の
一
覧
や
所
定
の
様

式
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
変
更
に
要
す
る
期
間　

申
し
出

か
ら
変
更
ま
で
に
は
、
通
常
６

カ
月
程
度
を
要
し
ま
す
。

　

な
お
、
他
の
申
し
出
の
進
ち
ょ

く
状
況
と
の
関
係
な
ど
に
よ
り
、

６
カ
月
以
上
の
期
間
を
要
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
村
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
０
）

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、
今
年
４
月
以
降
に
森
林
の
土

地
の
所
有
者
と
な
っ
た
人
は
、
市

町
村
長
へ
の
事
後
届
け
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森

林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

人
※
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
届
け
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
け
出

を
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

■
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、

取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

長
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
に
つ
い
て　

届
け
出
書

に
は
、
届
け
出
者
と
前
所
有
者

の
住
所
、
氏
名
、
所
有
者
と
な

っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の

原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面

積
と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
等

を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と

し
て
、
登
記
事
項
証
明
書
（
写

し
も
可
）
ま
た
は
土
地
売
買
契

約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
、
土

地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

○
県
南
薩
地
域
振
興
局
林
務
係

　

☎
�
１
３
３
５

○
学
費
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
こ
と

○
学
業
お
よ
び
素
行
が
優
秀
、
か

つ
身
体
強
健
で
あ
る
こ
と

■
支
給
額　

月
額
５
，０
０
０
円

■
募
集
人
員　

10
人

■
申
込
方
法　

在
学
し
て
い
る
学

　

校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
市
外
の
学
校
へ
在
学
し
て
い
る

人
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
22
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
２
）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ

れ
ば
、
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、
中
立
・
公
正
な

立
場
で
助
言
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
日
程

■
販
売
時
間　

10
時
～
14
時

■
場
所　

山
川
農
業
セ
ン
タ
ー

　

（
旧
山
川
西
中
学
校
跡
地
）

■
価
格　

１
ℓ
当
た
り
10
円

※
１
人
１
０
０
ℓ
ま
で
で
す
。

※
容
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
お
釣
り
が
要
ら
な

　

い
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
購
入
の
条
件

○
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

○
農
場
や
家
庭
菜
園
な
ど
使
用
場

所
が
市
内
で
あ
る
こ
と

※
家
庭
用
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
も

１
本
２
ℓ
入
り
２
０
０
円
で
一

緒
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
家
庭
用

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　

☎
�
０
４
０
８
（
伊
佐
会
長
）

○
畜
産
・
園
芸
用

　

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

　

市
営
陸
上
競
技
場
の
改
修
工
事

が
終
わ
り
、
４
月
１
日
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
８
レ
ー
ン

を
全
天
候
型
の
陸
上
競
技
場
と
し

て
整
備
し
、
ト
ラ
ッ
ク
の
外
周
に

は
、
１
周
５
０
０
ｍ
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。
夜
間
も
21
時
ま
で
照
明
を
点

灯
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
と
競
技
力
の

向
上
に
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
利
用
方
法
は
こ
れ
ま
で
と
同

じ
で
す
が
、
陸
上
ス
パ
イ
ク
を
使

用
す
る
と
き
や
団
体
利
用
の
際
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
現
在
芝
生
養
成
期
間

の
た
め
６
月
30
日（
土
）ま
で
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
体
育
施
設
係

　

☎
㉗
０
２
０
３

生
涯
学
習

県
民
大
学
の
受
講
生

受
け
付
け
を
再
開

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き

９
月
ま
で
の
販
売
日
程

市
営
陸
上
競
技
場

新
小
田
奨
学
生

春
季
行
政
相
談
所
の
開
設

　　

昨
年
３
月
の
九
州
新
幹
線
鹿
児

島
ル
ー
ト
全
線
開
業
と
観
光
特
急

「
指
宿
の
た
ま
て
箱
（
い
ぶ
た
ま
）」

の
運
行
開
始
を
契
機
と
し
て
、
全

国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
本
市
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
来
て
い
た
だ
い
た
観
光
客

に
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
取
り
組
み
、
い
わ
ゆ
る

「
リ
ピ
ー
タ
ー
」
対
策
が
重
要
で

す
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、「
い

ぶ
た
ま
」
に
旗
を
振
る
運
動
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
昨
年
、
今
和
泉
校

区
の
有
志
が
「
今
和
泉
い
ぶ
た
ま

歓
迎
隊
」
を
結
成
、
市
の
提
案
公

募
型
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
歓

迎
用
の
小
旗
と
の
ぼ
り
旗
を
作
成

し
、
校
区
運
動
会
な
ど
で
「
い
ぶ

た
ま
」
の
通
過
時
間
に
合
わ
せ
て

旗
振
り
の
歓
迎
を
行
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も

紹
介
さ
れ
、
沿
線
の
他
の
地
域
や

市
職
員
な
ど
に
広
が
り
、
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

乗
客
か
ら
は
「
感
動
し
て
涙
が

出
た
」、「
地
域
の
方
々
の
想お

も

い
が

う
れ
し
い
。
ま
た
来
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

旗
振
り
に
よ
る
歓
迎
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
対
策
と
し
て
と
て
も
有
効
な

手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な

お
も
て
な
し
を
、
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
た
め
、
歓
迎
の
小
旗
を
１
，

０
０
０
本
作
製
し
、
希
望
す
る
市

民
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

旗
は
、「
い
ぶ
た
ま
」
な
ど
列
車

で
訪
れ
る
観
光
客
の
歓
迎
は
も
ち

ろ
ん
、
バ
ス
や
船
な
ど
を
利
用
す

る
観
光
客
の
歓
迎
や
お
見
送
り
の

際
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
歓
迎
の
小
旗
を
希
望
す

る
人
ま
た
は
団
体
は
、
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先
着

順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
室
観
光
企
画

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

日　　程 時　　間 場　　　　　　　所
５月22日（火） 10：00〜12：00 大山公民館

23日（水） 12：00〜15：00 開聞農業構造改善センター

24日（木）
９：00〜15：00 指宿老人福祉センター
12：00〜15：00 開聞農業構造改善センター

25日（金）
９：00〜15：00 指宿老人福祉センター
12：00〜15：00 開聞農業構造改善センター

26日（土） 12：00〜15：00 開聞農業構造改善センター

情 報 掲 示 板 Information

お
知
ら
せ

販　売　日

５月 13日（日） 30日（水）

６月 10日（日） －

７月 ８日（日） 25日（水）

８月 19日（日） －

９月 ９日（日） 26日（水）
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日
本
脳
炎
と
は
、
高
熱
や
頭
痛
、

お
う
吐
、
意
識
障
害
な
ど
を
引
き

起
こ
す
急
性
脳
炎
の
こ
と
で
す
。

そ
の
予
防
に
は
、
予
防
接
種
が
効

果
的
で
す
が
、
平
成
17
年
に
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
に
よ
る
副
反
応

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
国
の
指
導
等
に
よ
り
、
平
成
21

年
度
ま
で
接
種
の
勧
奨
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

接
種
勧
奨
を
５
年
間
差
し
控
え

て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
接
種
の
機

会
を
逃
し
た
人
は
、
救
済
制
度
と

し
て
、
１
期
の
不
足
分
を
無
料
で

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

○
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
21

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
、

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
予

防
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
場

合
は
、
７
歳
６
カ
月
に
な
る
ま

で
の
間
ま
た
は
、
９
歳
～
13
歳

未
満
の
間
に
接
種
で
き
ま
す
。

○
平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、

20
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
接
種

で
き
ま
す
。

■
接
種
方
法

○
１
期
接
種
を
全
く
受
け
て
い
な

い
場
合
、
１
期
初
回
接
種
は
、

　

市
で
は
毎
年
、
65
歳
以
上
の
市

民
を
対
象
に
高
齢
者
福
祉
行
政
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
実
態
調
査
を
、
各
地

区
の
民
生
委
員
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
高
齢
者
の
状
況

把
握
の
基
礎
資
料
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
、
緊
急
時
の
関
係
者
へ
の
連

絡
や
見
守
り
活
動
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
参
考

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
の
秘
密
に
つ

い
て
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

　

国
は
、
水
俣
病
被
害
者
の
救
済

措
置
の
申
請
期
限
を
決
定
し
ま
し

た
。
救
済
を
希
望
す
る
人
で
申
請

が
済
ん
で
な
い
人
は
、
早
め
に
申

請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

7
月
31
日（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

■
対
象
者　

か
つ
て
水
俣
湾
等
で

　

メ
チ
ル
水
銀
に
汚
染
さ
れ
た
魚

な
ど
を
食
し
、
全
身
ま
た
は
手

先
等
の
感
覚
が
鈍
い
な
ど
、
水

俣
病
に
み
ら
れ
る
一
定
の
症
状

が
あ
る
人

※
亡
く
な
っ
た
人
に
つ
い
て
の
受

け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
給
付
内
容　

一
時
金
、
療
養
手

当
、
療
養
費
（
医
療
費
の
自
己

負
担
分
）
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　

県
環
境
林
務
課
に

　

設
置
し
て
あ
る
給
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.kagoshim
a.jp/

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
環
境
林
務
課

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
５
８
４

　

FAX
０
９
９-

２
８
６-

５
５
４
４

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
５
月
上

旬
に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
５
月
31
日（
木
）ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
災
害
に
よ
っ
て
自
動
車

に
損
害
を
受
け
た
場
合
や
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
、

精
神
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者

の
人
の
た
め
に
自
動
車
を
利
用
す

る
場
合
は
、
自
動
車
税
を
減
免
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

　

課

　

☎
０
９
９-

２
６
１-

５
６
１
１

　

各
種
団
体
か
ら
市
お
よ
び
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
（
２
月
１
日
～
３
月
31
日
受
付

分
を
掲
載
）。

　 　

６
～
28
日
の
間
隔
を
お
い
て
２

回
、
１
期
追
加
接
種
は
、
そ
の

後
お
お
む
ね
１
年
の
間
隔
を
お

い
て
１
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
１
期
接
種
が
不
十
分
な
場
合
は
、

６
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
、

残
り
の
回
数
の
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

※
２
期
接
種
は
、
１
期
接
種
が
完

了
し
た
９
歳
以
上
の
人
が
接
種

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
�
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

市
は
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
や

土
壌
改
良
な
ど
、
荒
れ
て
い
る
農

地
を
生
き
返
ら
せ
る
取
り
組
み
を

総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

■
事
業
名　

耕
作
放
棄
地
再
生
利

用
対
策
事
業

■
受
付
期
間　

５
月
１
日（
火
）～

11
月
30
日（
金
）

■
事
業
内
容　

再
生
利
用
活
動
に
対
す
る
助
成

①
再
生
作
業
（
障
害
物
除
去
、
深

耕
、
整
地
等
）
お
よ
び
土
づ
く

り
（
肥
料
、
有
機
質
資
材
の
投

入
等
）

○
支
援
額　

５
万
円
／
10
ａ
（
定

額
支
援
）
ま
た
は
、
重
機
等
を

用
い
る
場
合
は
補
助
率
２
分
の

１
以
内

②
土
づ
く
り
（
必
要
な
場
合
２
年

目
の
み
）

○
支
援
額　

２
万
５
千
円
／
10
ａ

施
設
等
補
完
整
備
に
対
す
る
助
成

○
用
排
水
施
設
、
農
道
等
の
小
規

模
の
整
備

　

補
助
率
２
分
の
１
以
内

■
そ
の
他

○
土
地
所
有
者
に
代
わ
り
耕
作
す

る
人
が
確
保
さ
れ
、
再
生
作
業

を
行
う
年
度
か
ら
起
算
し
て
５

年
間
以
上
の
耕
作
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
。

○
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
菜
種
等
の

戦
略
作
物
を
栽
培
す
る
場
合
は
、

土
地
所
有
者
に
よ
る
再
生
作
業

お
よ
び
農
用
地
区
域
外
に
お
け

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
支
援

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
２
）

　

相
続
等
に
よ
り
農
地
の
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
や
、
農
地

の
売
買
、
転
用
、
農
地
の
形
状
変

更
等
の
改
修
を
行
う
場
合
は
、
農

業
委
員
会
に
届
け
出
や
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
農
地
を
耕
作
す
る
目
的
で
所
有

権
や
賃
貸
権
等
の
権
利
移
転
を

行
う
場
合
は
、
農
地
法
第
３
条

の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
遺
産
相
続
等
に
よ
る
権

利
取
得
の
場
合
は
、
速
や
か
に

農
業
委
員
会
へ
届
け
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
な
ど
農

地
以
外
の
も
の
に
転
用
す
る
場

合
ま
た
は
、
農
地
に
２
ａ
未
満

の
農
業
用
施
設
の
建
設
や
、
30

㎝
以
上
の
削
土
や
盛
土
に
よ
り

形
状
変
更
を
す
る
場
合
は
、
農

地
法
の
許
可
や
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　
　

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た

場
合
、
原
状
回
復
や
罰
則
が
科

せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

権
限
移
譲
に
よ
り
４
月
か
ら
農

地
転
用
許
可
な
ど
こ
れ
ま
で
県
知

事
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
も
の
が
、

一
部
農
業
委
員
会
会
長
の
許
可
で

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
申
請
か
ら
許
可
ま
で
の
期
間
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
申
請

書
等
の
提
出
期
限
を
変
更
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
農
地
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
１
）

日
本
脳
炎

予
防
接
種
救
済
制
度

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

実
態
調
査
に
ご
協
力
を

水
俣
病
被
害
者

救
済
申
請
期
限

自
動
車
税
の
納
付

皆
さ
ん
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災

　
被
災
者
へ
の
義
援
金

耕
作
放
棄
地
再
生
を

支
援

　
農
地
の
移
転
・
転
用

　
申
請
と
提
出
期
限

 

届
け
て
く
だ
さ
い

 

農
地
の
権
利
移
転
・
転
用

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
77

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
　

特
設
相
談
所
の
開
設

　

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
見
守
る
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
本
市
で
は
９
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
の
大
切
さ

に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

法
施
行
の
６
月
１
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
全
国
一

斉
に
無
料
の
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ
は
人
権

問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」、「
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
」

な
ど
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
固
く
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
１
日（
金
）10
時
～

　

15
時

■
場
所　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

　市営唐船峡そうめん流しは、年中無
休で営業しています。家族や、気の合
う友達で出かけませんか。

※営業時間は、天候等により変更する
ことがあります。
問い合わせ先
　市営唐船峡そうめん流し
　☎㉜2143

営業時間のお知らせ
〜唐船峡そうめん流し〜

期　　　間 ラストオーダー

５月７日（月）〜６月30日（土） 17：00

７月１日（日）〜31日（火） 19：00

８月１日（水）〜31日（金） 20：00

９月１日（土）〜30日（日） 19：00

10月１日（月）〜３月31日（日） 17：00

団　　体　　名 金額（円） 団　　体　　名 金額（円）

１ 湯ノ口講氏子一同 2,588 7 野菜じまん（募金箱） 9,594

２ 中俣合名会社 30,000 8 みどり幼稚園 21,413

３ 指宿いわさきホテル（募金箱） 31,179 9 指宿青年会議所 213,907

４ 指宿市役所柏会 80,000 10 上吹越高齢者クラブ寿会 10,000

５ 湊上地区公民館 10,000 11 比島戦没者慰霊祭（募金箱） 6,831

６ 南日本新聞指宿販売所
配達員一同 6,166

12 指宿市役所（募金箱） 4,051

13 市社会福祉協議会（募金箱） 4,826

営業時間 （営業開始10：00）

許 可 を
受ける月

申請書・届け出
提出期限

許 可 を
受ける月

申請書・届け出
提出期限

６月 ５月31日（木） 11月 10月31日（水）

７月 ６月26日（火） 12月 11月26日（月）

８月 ７月30日（月） １月 12月27日（木）

９月 ８月31日（金） ２月 １月31日（木）

10月 ９月28日（金） ３月 ２月28日（木）

情 報 掲 示 板 Information
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年
昔
で
し
ょ
う
か
、
魚
見

　
　
　

岳
の
桜
ま
つ
り
。
ち
ょ
う

ち
ん
が
華
や
か
に
飾
ら
れ
、
桜
の

下
で
お
に
ぎ
り
と
漬
け
物
を
ほ
お

張
る
。
心
か
ら
豊
か
に
な
り
ま
し

た
。
魚
見
岳
の
側
面
に
丸
に
十
の

字
の
電
気
が
と
て
も
懐
か
し
い
で

す
ね
。（
58
歳
・
が
ん
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

年
の
桜
も
見
事
で
し
ょ
う

　
　
　

ね
。
ぜ
ひ
、
出
掛
け
て
み

た
い
で
す
ね
。
お
弁
当
持
っ
て
。

（
50
歳
・
ペ
コ
り
ん
）

　
　
　

の
季
節
に
な
る
と
、「
あ
～

　
　
　

日
本
人
で
よ
か
っ
た
な
」

と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
今
年
は

初
め
て
、
山
川
の
鷲
尾
岳
の
桜
を

見
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
49
歳
・
そ
そ
姐
）

　
　
　

年
の
桜
は
例
年
よ
り
１
週

　
　
　

間
ほ
ど
遅
い
開
花
で
し
た

が
、
満
開
を
迎
え
た
こ
ろ
に
ま
さ

か
の
爆
弾
低
気
圧
が
発
生
。
強
風

に
あ
お
ら
れ
桜
の
花
も
か
な
り
散

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
お
花

見
は
楽
し
め
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

月
に
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
に

　
　
　

初
参
加
し
ま
し
た
。
走
る

側
だ
っ
た
の
で
記
念
写
真
を
撮
る

余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
つ

い
最
近
弟
が
応
援
し
て
い
た
沿
道

か
ら
撮
っ
た
写
真
を
現
像
し
て
く

れ
ま
し
た
。
す
っ
ぴ
ん
で
ヨ
レ
ヨ

レ
の
顔
で
し
た（
笑
）が
、
竹
山
を

背
景
に
す
ご
く
い
い
写
真
で
し
た
。

来
年
は
６
時
間
を
切
り
た
い
で
す
。

ま
た
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
23
歳
・

よ
っ
ぴ
ー
）

　
　
　

年
の
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大

　
　
　

会
は
、
陸
上
競
技
場
の
改

修
工
事
の
た
め
コ
ー
ス
を
変
更
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
競
技
場
の
改

修
も
終
了
し
、
一
般
利
用
も
始
ま

り
ま
し
た
。
外
周
に
は
５
０
０
ｍ

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
も
新
た
に
整

備
し
て
い
ま
す
の
で
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
来
年
の
大
会
で
は
目
標

タ
イ
ム
が
出
せ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　

た
ち
は
大
阪
に
住
む
夫
婦

　
　
　

で
す
。
最
近
、
指
宿
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
、
あ

い
に
く
の
雨
の
中
で
人
通
り
も
な

く
困
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ

市
内
の
中
学
３
年
生
の
男
子
生
徒

さ
ん
が
通
り
掛
か
り
、
な
の
は
な

館
ま
で
の
道
案
内
を
し
て
も
ら
い

助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か

げ
で
、
そ
こ
か
ら
は
目
的
地
へ
の

道
も
す
ぐ
に
分
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
親
切
で
誠
実
な
人
柄
の

良
い
子
ど
も
さ
ん
で
、
楽
し
い
旅

の
思
い
出
が
で
き
、
指
宿
が
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ま
た

い
つ
か
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
卒
業
で
す
が
、

助
け
て
く
れ
た
男
子
生
徒
さ
ん
、

ま
た
南
指
宿
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
す
ば
ら
し
い
未
来
が

待
っ
て
い
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

月
に
こ
の
よ
う
な
手
紙
を

　
　
　

い
た
だ
き
ま
し
た
。
助
け

て
く
れ
た
男
子
中
学
生
に
直
接
お

礼
は
い
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣

い
が
「
お
も
て
な
し
」
の
気
持
ち

に
つ
な
が
り
、
指
宿
の
温
か
さ
を

印
象
付
け
て
く
れ
ま
す
。

先　
　

日
、
ア
グ
リ
ス
タ
イ
ル
の

　
　
　

か
え
る
の
学
校
に
参
加
し

ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
く
、
大
人

も
子
ど
も
も
大
喜
び
！
自
然
と
思

い
っ
き
り
触
れ
合
え
る
、
す
ば
ら

し
い
企
画
だ
と
思
い
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
聞
き
ま
し
た
。

絶
対
に
残
し
て
ほ
し
い
し
存
続
さ

れ
る
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

知
ら
な
い
人
も
ま
だ
ま
だ
い
る
よ

う
で
す
の
で
、
市
内
外
に
ど
ん
ど

ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
指
宿
市
が
誇

れ
る
か
え
る
の
学
校
を
発
展
さ
せ

て
ほ
し
い
で
す
。（
39
歳
・
ま
ま
ん
）

　
　
　

ど
も
た
ち
に
自
然
や
動
植

　
　
　

物
と
の
触
れ
合
い
を
通
し

て
、
食
育
や
感
受
性
を
養
っ
て
も

ら
お
う
と
活
動
す
る
「
か
え
る
の

学
校
」
の
事
業
は
、
今
後
も
独
自

の
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
く
よ
う

で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

30

私

先

１今

３

子

体験活動を通して感受性を養う

心和む薄紅色の桜

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

◎
指
宿
図
書
館	

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館	

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　似顔絵塾講師の小河
原智子氏が教える「ポ
ジション式似顔絵上達
法」やパーツの組み合
わせで、誰でも簡単に
似顔絵が描けます。ウ
エルカムボード作りや
各種お祝い、プレゼン
ト用にあなたも描いて
みませんか。彩色のコ
ツも伝授します。

【内容】
　「たまらなく好きな
ものを見つけなさい。
仕事についても、ほか
のことでも」これは、
コンピュータ、音楽、
映画、通信の分野で新
しいものを作り出し、
世界中に広めたスティ
ーブ・ジョブズの言葉。
そんな彼の人生が綴

つづ

ら
れています。

５月の図書館カレンダー

小河原智子の似顔絵入門
小河原智子（監修）
主婦の友社

 図書館からのお知らせ
こどもの日イベント
　指宿・山川図書館では、５月５日（土）に「こどもの
日イベント」を行います。また、当日は両図書館で本
や雑誌のリサイクル市を行います。
■指宿図書館
○おはなし会　10：00〜10：45
○ミニミニ司書体験・ミニミニ館内見学
　（先着10人　図書館の窓口で受け付けます。）
　11：00〜12：00 
○ビデオアニメ館　14：00〜15：00
■山川図書館
○しおり作り　10：00〜15：30
　（事前の申し込みは不要です。直接来館ください。）
第１回図書館講座
■日時　６月10日（日）　9：30〜11：30（受付９：15〜）
■集合場所　指宿図書館
■講師　鎌田洋昭 氏（時遊館COCCOはしむれ学芸員）
■テーマ　いぶすきの歴史を歩いて探してみよう！
■内容　屋外活動
■対象　小学３年生以上
■定員　15人　■参加料　無料
申し込み・問い合わせ先　指宿図書館
※事前の申し込みが必要です。指宿図書館の窓口また

は電話で申し込んでください。
※雨天時は、るれ館内で講座を行います。

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

スティーブ・ジョブズって
どんな人？
ナム・キョンワン（作）
アン・ヒゴン（絵）藤田千枝（文）
汐文社

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

日

行　
事　
な　
ど

1
火

2
�

3
木　
憲
法
記
念
日

4
金　
み
ど
り
の
日

5
土　
こ
ど
も
の
日

こ
ど
も
の
日
体
育
施
設
無
料
開
放

砂
む
し
旗
争
奪
第
７
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

6
日

7
月

8
火　

9
�

10
木

11
金

12
土
お
も
ち
ゃ
病
院

陸
上
競
技
審
判
員
養
成
講
習
会

13
日
春
の
ク
リ
ー
ン
指
宿

14
月

15
火

16
�

17
木

18
金

19
土
指
宿
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会（
～
20
日
）

釜
蓋ふ

た

神
社
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
ク

20
日
学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

21
月
金
環
日
食
観
察
会

22
火

23
�
指
宿
子
ど
も
劇
場

24
木

25
金
い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
～
27
日
）

26
土
第
27
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
～
27
日
）

27
日

28
月

29
火

30
�

31
木

※
６
／
２（
土
）山
川
み
な
と
祭
り（
〜
３
日
）

５
月
の
広
報
ご
よ
み

…休館日
…えほんのひろば(指宿図書館) 10：30〜11：15
　演じ手：槌橋保育園の先生方
…わらべうたのへや（指宿図書館） 11：15〜11：45
…こどもの日イベント（指宿・山川図書館）
…よるのおはなし会（指宿図書館） 19：30〜20：00
　演じ手：図書館職員
…ふれあい映画会（山川図書館） 14：00〜14：40
…おはなしのとびら（指宿図書館） 10：30〜11：30
　演じ手：みどり幼稚園の先生方
…おはなしの時間（開聞農村環境改善センター図書室）15：00〜16：00
　演じ手：おはなし会「バンビ」の皆さん
…ボランティアおはなし会（山川図書館）14：00〜14：30
　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

献本　次の方から献本がありました（敬称略）
　　　宮薗喜久夫

月曜
火曜

12日

11日

１日
５日

26日

21日

20日

新設したジョギングコース

今桜

曜

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

今

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。
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指
宿
地
域

德
永　

晃あ
き
と士　

道
下
上　

晃　

一

久
美
子

岩
元　

丹に
あ
い愛

※　

久　

保　

太　

一

良　

美

吉
鶴
あ
か
り　

外
城
市　

泰　

介

淳　

子

川
邉　

優ゆ
い
ら來　

二
月
田　

紀　

章

直　

美

前
田　

爽そ
う
た太

※　

北
十
町　

行　

敏

和　

美

永
吉
カ
レ
ン　

柳　

田　

弘　

幸

由　

美

吉
永　

圭け
い
す
け佑　

高
野
原　

佑　

一

亜
沙
美

中
嶋　

亜あ

こ胡　

湯
之
里　

大　

介

由
美
江

三
原
光こ

う
し
ろ
う

志
朗　

潟　

口　

和　

也

由
香
利

上
村　

和か
ず
ま誠　

潟　

口　
　

龍　
朋　

子

藤
迫　

幸ゆ
き
な
り也

※　

潟　

山　

正　

幸

奈
緒
美

嶺
元　

和か
ず
き樹

※　

湊　

中　

和　

仁

千　

波

板
木　

星せ
い
ら輝　

迫　

北　

雄　

誠

　

聖

池
堂　

我が
り
ゅ
う龍

※　

中
小
路　

親　

志

春　

菜

坂
口　

琉り
ゅ
う
が河　

中
小
路　

政　

彦

智　

子

向
吉　

い
と　

片
野
田　

泰　

之

登
貴
恵

山
川
地
域

中
島　

桃と
お
り李　

愛
宕
下　
　

孝　
愛　

佳

今
村　

光こ
う
が我

※　

東（
福
元
） 

尚　

貴

奈　

穂

髙
橋　

優ゆ
う
と人　

町
７
区　

慶　

之

宋
曉
丹

外
薗　

哲て
っ
ぺ
い平　

井
手
下　

剛　

一

美　

加

奥
村　

瑛え
い
ご悟　

前
原
下　

光　

郎

智　

美

中
村　

優ゆ
う
な那　

西　

村　

佳　

彬

真
奈
美

前
田　

真ま

ゆ佑　

野　

元　
　

剛　
涼　

子

開
聞
地
域

物
袋　

妃ひ

な菜
※　

物　

袋　

夏　

樹

み
ど
り

市
外

畑
田　

結ゆ

い衣
※　

福
岡
県

北
九
州
市　

憲　

優

美　

雪

島
元　

秀ひ
で
と翔　

熊
本
市　

秀　

輔

　

薫

末
𠩤　

清さ
や
な菜　

姶
良
市　

修　

一

春　

美

平
原　
　

幸ゆ
き

※　

与
論
町　

充　

崇

麗　

子

井
口　

恭や
す
と杜　

埼
玉
県

吉
川
市　

拓　

哉

優　

実

山
形　

千せ
ん
ま
る丸　

山
口
県

宇
部
市　

弘　

隆

香　

英

山
下　

智ち
ひ
ろ寛　

熊
本
県

天
草
市　

耕　

史

い
ず
み

鐘
撞　

結ゆ
い
と斗

※　

熊
本
県

玉
名
市　
　

剛　
奈　

美

髙
峯　

海か
い
と斗　
鹿
児
島
市　

浩　

介

理
恵
子

指
宿
地
域

福　

永　

ミ
ツ
エ　

94　

十　

石

髙　

﨑　

キ　

ヨ　

98　

湊　

中

濵　

田　

フ
サ
エ　

91　

迫　

北

西　

北　

ユ　

キ　

92　

上　

西

樋　

園　

ミ
ヱ
子　

81　

南
迫
田

増　

永　

ユ　

キ　

98　

垂　

門

田　

代　

ノ
リ
子　

82　

小
牧
中

川
久
保　

キ
ミ
ヱ　

91　

麓　

上

桑　

鶴　

重　

志　

67　

二
月
田

西　

森　

ミ　

ヨ　

77　

小
牧
中

渡　

瀨　

ヒ
ロ
子　

80　

下　

里

大　

迫　

年　

春　

71　

田
之
畑

中　

川　

ト
シ
子　

78　

高
野
原

田　

實　
カ
ン
ギ
ク　

83　
　

宮

池　

堂　

タ　

ミ　

89　

迫　

北

岡　

元　

ノ
ブ
子　

82　

道
下
上

森　

川　

ト　

ミ　

87　

石　

嶺

上
川
路　

サ　

シ　

88　

木
之
下

岩　

下　

政　

則　

57　

二
月
田

中　

俣　

イ　

ソ　

93　

中　

浜

宮　

﨑　

尚　

治　

72　

下　

門

松　

山　

和　

則　

46　

池　

崎

吉　

元　

豊　

治　

97　

下　

里

鶴　

丸　

忠　

男　

82　

潟　

山

中　

﨑　

ミ　

ネ　

94　

瀬　

崎

岩　

本　

ヒ　

デ　

91　

宮
ヶ
浜

山
川
地
域

福　

吉　

レ
イ
子　

74　

市
山
上

田　

村　

ヱ
イ
子　

77　
　

寺

前　

田　

雅　

昭　

71　
　

西

木　

下　

榮　

葊　

86　

中　

央

東　
　
　

フ
ミ
エ　

87　

市
山
上

松　

村　

イ　

ネ　

94　

上　

出

桑　

鶴　

千
惠
子　

84　
　

迫

松　

山　

シ
ヅ
ヱ　

91　
町
５
区
東

前　

畠　
イ
セ
マ
ツ　

103　

東　

下

内　

薗　

伸　

生　

78　

田　

上

和　

田　

春　

夫　

80　

平　

原

宮　

崎　

正　

人　

61　

今　

村

大　

石　
　
　

忍　

58　

後
馬
場

西　

内　

敏　

雄　

76　

天
神
下

黒　

岩　

ヨ
シ
子　

83　
町
３
区
西

開
聞
地
域

井　

上　

サ
カ
エ　

97　

塩　

屋

濵　

田　

チ　

エ　

72　
　

脇

村　

山　

ト
シ
子　

88　

川
尻
東

中　

村　

文　

子　

100　

上
野
西

市
外

浦　

田　

繁　

憲　

90　
鹿
児
島
市

大
小
田　
　
　

實　

82　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
西
部
動
物
霊
園

篤
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

しあわせなり〜あなた
の成長を楽しみに。

藤迫　幸
ゆきなり

也ちゃん

３月３日生まれのわが
家のおひなさまだね♡

岩元　丹
に あ い

愛ちゃん

パパよりも大きく元気
にそだってね。

今村　光
こ う が

我ちゃん
無事に生まれてきてく
れて、ありがとう

畑田　結
ゆ い

衣ちゃん

自然いっぱいの与論島
で元気に育ってね。

平原　幸
ゆき

ちゃん

生まれてきてくれて、
ありがとう。

池堂　我
がりゅう

龍ちゃん
樹木の枝のようにいっ
ぱい友達つくってね♡

嶺元　和
か ず き

樹ちゃん

 ３ 
月

 31 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以
内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

お
子
さ
ん
の
写
真
を

　
　
　
　
　
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

性
別
や
世
代
の
違
い
な
ど
に
関

係
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え
や

立
場
な
ど
を
お
互
い
に
尊
重
し
合

い
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
生
き
生

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、
男
女

共
同
参
画
の
大
き
な
柱
で
す
。　

　

私
た
ち
に
は
、
姿
か
た
ち
や
性

格
に
違
い
（
個
性
）
が
あ
る
よ
う

に
、
人
と
の
関
わ
り
方
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
も
個

性
が
あ
り
ま
す
。
誰
で
も
一
度
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
悩
ん
だ

り
、
困
っ
た
り
し
た
経
験
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
相
手
に
変
化
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
少
し
考
え
方

や
聴
き
方
を
工
夫
す
る
だ
け
で
、

よ
り
良
い
関
係
に
変
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
日
々
の

聴
き
方
や
態
度
に
つ
い
て
、
振
り

返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

寄
り
添
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

話
し
て
い
る
人
が
「
聴
い
て
も

ら
っ
て
い
る
」
と
安
心
・
信
頼
で

き
る
聴
き
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か
？

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

　
安
心
・
信
頼
さ
れ
る

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う

聴
き
上
手
に
な
る

○
視
線
を
合
わ
せ
る

○
体
を
相
手
に
向
け
る

○
呼
吸
や
会
話
の
ペ
ー
ス
を
合
わ

せ
る

○
内
容
に
合
わ
せ
相
づ
ち
を
打
つ

○
笑
顔
で
接
す
る

理
解
し
よ
う
と
し
て
聴
く

○
一
つ
ず
つ
聴
く

○
短
い
言
葉
で
伝
え
る

○
い
ろ
ん
な
質
問
を
用
意
す
る

認
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

○
相
手
の
立
場
や
状
況
を
受
け
入

れ
る

○
自
分
の
体
験
と
重
ね
合
わ
せ
る

○
悩
み
に
寄
り
添
う

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

元気にたくましく育っ
てね☆

鐘撞　結
ゆ い と

斗ちゃん

なるほど、そう
なの。もっと
聞かせてよ。

みんなに愛される優し
い男になってね。

前田　爽
そ う た

太ちゃん

パパとママの宝物 !! 元
気に大きくなぁれ

物袋　妃
ひ な

菜ちゃん
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　大重　雅寛

Doctor

気管支喘
ぜ ん そ く

息という病気

　
「
気
道
の
炎
症
と
種
々
の
程
度
の

気
流
制
限
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
、

発
作
性
の
咳
、
喘ぜ

い
め
い鳴
お
よ
び
呼
吸
困

難
を
示
す
病
気
」

　

こ
れ
は
日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
の
人

が
知
っ
て
い
る
「
あ
の
病
気
」
の
定

義
で
す
が
、
こ
う
言
わ
れ
て
理
解
で

き
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

噛か

み
砕
い
て
言
え
ば
、「
炎
症
の
せ

い
で
粘
膜
が
浮む

く腫
み
、
空
気
を
通
す

穴
（
気
道
）
が
狭
く
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
だ
か
ら
咳
や
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー

ゼ
ー
ゼ
ー
、
空
気
が
吸
い
辛
い
・
吐

き
辛
い
と
い
っ
た
症
状
が
出
て
し
ま

う
病
気
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
も
喘
息
を
患
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

実
は
こ
の
病
気
、
非
常
に
あ
り
ふ

れ
た
病
気
で
あ
り
な
が
ら
、
実
に
年

間
６
，０
０
０
人
も
の
死
者
を
出
し
て

い
る
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
鹿
児
島
県
は
、
喘
息
に
よ

る
死
亡
率
が
毎
年
全
国
１
位
で
す
。

ご
存
知
で
し
た
か
？

　

最
新
の
デ
ー
タ
で
は
、
か
ろ
う
じ

て
２
位
に
下
が
り
ま
し
た
が
、
人
口

10
万
人
当
た
り
の
死
亡
率
は
全
国
平

均
が
２
・
６
人
な
の
に
対
し
て
、
鹿

児
島
県
で
は
な
ん
と
、
５
・
６
人
に

及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
差
は
一
体
ど

こ
か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

「
都
会
と
田
舎
の
違
い
」
い
え
い

え
、
鹿
児
島
よ
り
も
っ
と
田
舎
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
と
い
う
よ
り
鹿

児
島
は
十
分
に
都
会
で
す
。「
桜
島
の

火
山
灰
の
影
響
」
を
原
因
の
一
つ
と

し
て
挙
げ
て
い
る
医
者
は
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
鹿
児
島
県
の
喘
息
患
者

数
は
、
逆
に
全
国
平
均
よ
り
少
な
い

の
で
す
。
火
山
灰
が
原
因
な
ら
ば
、

患
者
数
は
も
っ
と
多
く
な
る
は
ず
で

す
。

　

過
去
10
年
間
、
他
県
で
喘
息
を
含

む
呼
吸
器
疾
患
の
診
療
に
携
わ
っ
て

き
た
身
と
し
て
、
１
点
だ
け
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
鹿
児

島
県
人
の
頑
固
さ
、
我
慢
強
さ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
美
徳
と
言
わ
れ
る
要
素

の
１
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
は
こ

れ
が
喘
息
死
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
設

で
す
。

例
①　

従
来
の
治
療
法
に
固
執

　

20
年
以
上
前
は
、「
発
作
が
起
き
た

ら
薬
を
使
い
ま
し
ょ
う
」
が
定
番
で

し
た
。
こ
の
古
い
時
代
の
治
療
方
法

に
拘こ

だ
わ

っ
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
が
他
県

よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
発
作
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
薬

を
毎
日
使
い
ま
し
ょ
う
」
が
最
新
の

喘
息
治
療
理
論
で
す
。
発
作
が
な
い

と
き
は
苦
し
く
と
も
何
と
も
な
い
喘

息
と
い
う
病
気
、
毎
日
薬
を
使
う
の

は
面
倒
く
さ
い
し
、
忘
れ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。
し
か
し
全
国
的
に
は
毎

日
の
服
用
が
当
た
り
前
な
の
で
す
。

例
②　

ひ
た
す
ら
我
慢
す
る

　

発
作
が
起
こ
っ
て
も
病
院
へ
は
行

か
ず
、
と
に
か
く
我
慢
し
続
け
る
。

い
よ
い
よ
限
界
が
来
て
、
や
っ
と
救

急
車
を
要
請
。
当
然
病
状
は
重
篤
で

す
。
軽
症
の
段
階
で
受
診
し
、
治
療

後
に
徒
歩
で
帰
宅
さ
れ
る
患
者
さ
ん

も
い
れ
ば
、
一
方
で
限
界
ま
で
我
慢

し
た
結
果
重
症
化
し
、
入
院
の
う
え

酸
素
投
与
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
喘
息
に
限

ら
ず
、
病
気
に
限
っ
て
言
え
ば
、「
我

慢
」
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
す
。

　　

鹿
児
島
県
人
の
優
秀
な
気
質
で
も

あ
る
「
頑
固
さ
、
我
慢
強
さ
」。

　

自
分
の
健
康
に
対
し
て
「
頑
固
」

に
、
そ
し
て
治
療
に
「
我
慢
強
く
」

な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
病
気
と
の
付
き

合
い
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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